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＜連絡事項＞

· 本日第4回法人研修があります。参加しましょう。

· 隔絶者の口腔ケア物品をケースに入れてＣユニットに置いています。

· 8/23(水)13：10～日中想定での避難訓練を実施します。

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　たま様～南Cユニット202号室→南C205号室に移動となっています。

· 北山　ミワ様～南Cユニット202号室→南D209号室に移動となっています。

· 野月平　チエ様～南Cユニット202号室→南C205号室に移動となっています。

　　　　　　　　　荷物を介護訓練室からチェストへ移動しています。衣類が多い為、

チェストを2個使用しています。また、自室からトイレまで歩行可能

な為、手すり付きのポータブルトイレは木村留吉様へ設置しています。

· 梅内　重美様～本日13時に不眠時継続指示薬のゾルピデムを服用し、14時に検査の予　

定となります。その後の転倒などに注意していきましょう。

· 山下　ヨシ様～介護保険の更新認定調査を実施しています。

· 是川次友様～昨日鹿内眼科受診され、点眼液が処方となっています。次回は右眼が改善

されなければ、23日（水）、改善されていれば29（火）の受診予定になります。受診する日が決まり次第、栄養室へ連絡してください。

· 小鍛冶　美榮様～昨日福井整形に受診し、経過良好との事で、次回の受診はないとのこ　

とです。

· 白鳥　キエ様～昨日、八戸赤十字病院整形外科を受診され経過良好の為、次回の受診は

ないとのことです。

· 石井　すみ様～点滴が明日まで継続処方となります。エプリッチから食べ始めるとむ　

せ込む為、粥や汁から先に食べ始めるよう介助して下さい。カリウム値は緊急値ですが、経過観察でよいとのことです。

· 小笠原　ウメ様～食事変更(常食→軽食)主治医へ情報提供しています。

· 川原　國子様～右臀部表皮剥離治癒となっていますので、処置は終了となります。

· 高橋　ミツ様～左足背に水疱がありガーゼ保護していること主治医へ情報提供してい　

ます。靴擦れなどの可能性がある時には、御家族へ連絡していきましょう。

· 高橋　礼子様～右腸骨へ褥瘡が発生していますので、継続指示（アズクロ＋ラップ保護）

で指示があります。

· 嶋守　與之様～発熱なく、活気あるため、レボフロキサシンは飲み切り止めとなる。

· 北山　ミワ様～起床時より排尿がなく、16：50に田名部Drへ報告し、腹部膨満感もな

い為、経過観察となっています。

＜要注目患者様＞

・赤坂　耕作様～バイタルサインの異常なし。昼より体動活発に見られ、都度、介助にて姿勢直しています。点滴トラブルなく施行しています。

・小舘　アツ子様～頭痛の訴えや他不調の訴えなく過ごされています。

・小鍛冶　美榮様～部屋の場所が分からなくなり、スタッフへ頻回に尋ねています。その他にも歯磨きや薬を飲んだことを忘れて何度かスタッフオフィスへ来て確認することあり。都度、対応しています。

· 河原崎　キヨエ様～昼より物盗られ妄想あり。髪ブラシをスタッフに盗られたと訴える　　　

ことあり、易怒性見られています。主治医へ情報提供していきます。

主治医より、クエチアピンが処方となり、退院時の継続指示薬のロラゼパムは15回分となっています。

・澁谷　兼一様～ゴミ捨て場のテンキーを弄り、スタッフがドアを開けた際に出て行こうとすることあり、介入要しています。離院に注意して所在の確認行っていきます。

・馬場　清様～深夜スタッフより活気がないと申し送りあり。日中も落ち着きなくホールと自室を歩き回っていることあり。

・竹内　恒子様～妄想発言や易怒性なく日課取り組まれています。

・大久保　健作様～不満の訴えや易怒性なく表情穏やかに過ごされています。

・北山　ミワ様～朝食は主食、副食2/3、汁全量摂取。昼食は1/5副食不食、汁1/3摂取。介入に拒否や抵抗ありますが、粗暴的になる事はありません。

・石井　すみ様～体温37.1～37.2℃にてクーリング施行。他、バイタルサインの異常なし。朝食は全量摂取、昼食は主食2/3、副食全量、汁3/4、エプリッチ1口むせ込みなく摂取。活気なく、湿性咳嗽聞かれています。　

・佐々木　たま様～体温37.2～37.4℃にてクーリング施行。感冒症状ありません。食事は各食全量摂取されています。

・吹越　勇一様～食事の際にむせ込み強く見られています。食事終了後もむせ込んでいること多く、水分摂取にも時間要しています。

・掛端　キミ様～11：00不穏さあり介入に抵抗みられているため、12：00不穏時継続指示薬リスペリドン（1）1P内服しています。その後、不穏さ落ち着いていますが、15：30再度不穏となりますが、臥床し落ち着いています。

ベッド下から歯1本を発見しています。昨日、歯痛を訴えており、下の前歯も抜け落ちた様子みられています。ご家族様へ連絡していきます。

・川原　國子様～左手、左膝～左脚の浮腫著明。朝食時も自床から自力で起き上がること出来ず、尿失禁あり。依存的な言動聞かれています。歩行も困難な様子あり、転倒に注意して介入していきましょう。

・堀内　正三郎様～左手の浮腫著明。その他の部位の浮腫はありません。また、食事も飲み込みに時間要しています。

・是川　次友様～食事は残食多く、歩行時もふらつきあり。食事摂取量の確認と転倒に注意して見守り行っていきます。

・母良田　幸子様～朝、昼食ともに自力で食事を摂取する様子見られず、介助要しています。

・立花　榮子様～12：20南病棟Dユニット203号室へ入院となっています。昼食は自力で全量摂取しています。午後は不穏さありませんが、棟内徘徊見られています。

＜相馬SGMから＞

・赤坂　耕作様～現在のマーゲンチューブでは挿入困難の為、ガイドワイヤー入りチューブを検討していましたが高値であり、2週間毎の交換と自己抜去を考えると導入は難しいとのこと。再来週に面談調整して胃ろう手術を提案しご家族様の意向を確認していきます。

小倉Drの往診の際に胃ろうの他に方法がないか相談していきます。また胃ろうの手術する場合の病院を紹介してもらうよう主治医より依頼あり。確認していきます。

・佐々木AOMと梅内先生と相談し、湿疹でている患者様全ての方にストロメクトール処方することとしています。

・北野　はるゑ様～土井Drへ疥癬の診断の件を伝えています。

・河原崎　キヨエ様～主治医よりストロメクトールが処方となっています。

・佐々木　たま様～主治医より退院許可あり。退院支援進めていきましょう。

＜褥瘡評価＞

【治癒】

・阿部　久雄様～肛門部の褥瘡は治癒しています。

・石井　すみ様～左足の褥瘡は治癒しています。

・成田　武次様～陰のう部の褥瘡は治癒しています。

・木村　留吉様～右大転子の褥瘡は治癒しています。

・種本　サワ様～左臀部の褥瘡は治癒しています。

【評価】

・北山　ミワ様～左臀部　点数：14点(前回と変わりなし)

　　　　　　　　ベッド柵に掴まり、左側臥位に向く傾向にある為、ベッドの頭と足の位置を反対にして左側臥位にならないように体交行っていきましょう。

・阿部　義一様～左臀部　点数：4点(前回と変わりなし)

　　　　　　　　掻痒感強く、体動活発。座位時もずり落ち多い為、都度、姿勢直していきましょう。

・高橋　礼子様～仙骨部　点数：3点

　　　　　　　　右大転子部は評価未実施。

　　　　　　　　床に右側臥位で横になっていること多く見られています。都度、椅子や自室へ誘導して下さい。

・堀内　正三郎様～左臀部　点数：4点(前回5点)

　　　　　　　　　改善傾向にあります。引き続き、体交と処置行っていきましょう。

＜定期薬変更＞

・馬場　清様～クロピトグレル(75)1T　1×朝　追加となっています。

・竹内　恒子様～セパゾン(2)2T　2×朝・夕　追加となっています。

＜皮膚科＞

【ストロメクトール処方】新規又はオイラックス処方

・石橋　ヒデ子様　湿疹部位(左腕、首、肩)オイラックス処方

・中堤　光枝様　　湿疹部位(腹部)オイラックス処方

・田嶋　博様　　　湿疹部位（両前腕、腹部）オイラックス処方

・中居　伊佐男様　湿疹部位(左腋下)オイラックス処方

・坂上　忠三郎様　湿疹部位(両前腕、背部)オイラックス処方

・田嶋　松男様　　湿疹部位(両足腹部)オイラックス処方

・小笠原　ウメ様　湿疹部位(腹部、胸部)オイラックス処方

・小舘　アツ子様　湿疹部位(腹部)オイラックス処方

・奈良　芽乃子様　湿疹部位(全身)オイラックス処方

・大里　光子様　　湿疹部位(腹部)オイラックス処方　タベジール処方

・馬場　清様　　　プレドニゾロン処方

・藤村　悦子様　　湿疹部位(両前腕、腹部)オイラックス処方　タベジール処方

・大崎　トシ様　　湿疹部位(両前腕、腹部)オイラックス・デルモゾール処方　タベジール処方

・母良田　幸子様　湿疹部位(足背、腹部、下肢)オイラックス処方　

・佐々木　たま様　湿疹部位(左腹部、右下肢)オイラックス処方　

・白鳥　キエ様　　湿疹部位(両前腕部)オイラックス処方

・是川　次友様　　タベジール処方

・鈴木　吉男様　　タベジール処方

・五十嵐　恵子様　タベジール処方

・林　恵司様　　　タベジール処方

・沢田　三郎様　　・赤坂　耕作様　　・村舘　ミネ様　　・中森　みや子様　

・高橋　礼子様　　・阿部　義一様　　・高橋　ミツ様　　・木村　留吉様

・成田　武次様　　・細越　國男様　　・山田　石見様

【ストロメクトール処方なし】

・種本　サハ様　　タベジール処方

・吹越　勇一様　　タベジール処方

・中市　正治様　　湿疹部位(全身)オイラックス処方

・堀内　正三郎様　タベジール処方

・阿部　久雄様　　タベジール処方

【皮膚科終了】

・川原　國子様

＜入院患者様情報＞
　氏　　名：立花　榮子（たちばな　えいこ）様　　性　　別：女性
　生年月日：昭22年1月6日　70歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

  入院形態：医療保護入院　（当院2回目）　　南病棟Dユニット203号室　

　主 治 医：深澤Dr

（経過）

　H29年1月19日～7月31日まで当院にてBPSD著明により検査、加療目的にて入院していた。退院後は自宅に戻られ、月曜から木曜は通所利用、金曜から日曜はショートステイを利用していた。8月14日夫様から相談電話あり、前兆なく大声を出したり、感情失禁、また興奮時は包丁を持ち、長男や長男嫁に包丁を向けることあるとのこと。退院時処方の不穏時服用にて経過観察していたが、被害妄想的な言動が続き、易怒性もあり、デイサービス利用時も帰宅要求強くサービス受けられず、帰宅することもあったとのこと。上記症状から自宅での対応困難な状況にあるため、ご家族様入院を希望される。また、症状改善後は施設入所を希望されていることから、治療、環境調整目的にてH29年8月22日11：00南病棟Dユニットに医療保護入院となる。
＜検査＞

採血（セット3のみ）、胸部レントゲン、心電図

・湿疹があり持参薬軟膏軟膏があります。高齢による皮膚の乾燥による湿疹とのことですが、ストロメクトールが処方となっています。明日、服用予定になります。

本日夕より臨時薬あり、不眠時、苛々・不穏時、便秘時、高血圧時の継続指示あり。

・ＬＴセット【Ｃプラン-布パンツ】

ご家族様には失禁あればオムツプラン追加すること説明しています。

・受け持ち【齊藤Ns・横町CW】

